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編集後記

　仕事や趣味等何かに一生懸命頑張っている協会員の方を本誌「TOKUSHIMA 

TAKKEN」で紹介させていただきたいと思っております。自薦他薦は問いませんので、

協会事務局まで是非ご応募・ご推薦下さい。後日、お申込みいただいた会員様のと

ころへ広報委員が取材にお伺い致します。

　なお、応募多数の場合は抽選でご紹介させていただきたいと思います。

協会事務局広報担当：鹿島（TEL 088－625－0318）

広報委員会からのお知らせ
是非、取材させてください！是非、取材させてください！

　平成 25 年　巳年が始まりました。
　昨年末に衆議院議員総選挙が行われ自民党が圧勝し政権奪還を果たしましたが、この結果は国民が必
ずしも望んだものではないような気がします。
　しかし、経済に目を向けると我々の国民の戸惑いをよそに、円安、株価の上昇が続いています。
　とにかく景気回復が我々にとって最大の関心事であることは間違いない事実であります。この流れが
一時的なもので終わることのないよう願いつつ、アベノミクス（新政権の経済政策の効果）に期待した
いと思います。
　先月開催されました宅建協会新年互礼会で、ある議員さんが挨拶の中で「戌亥で借りた借金は辰巳で
返せという格言があります」とおっしゃっていました。
　巳年の今年、会員の皆様にとりまして今までの悪い流れを辰（絶つ）そして巳のり（実り）のある年
になりますように。

広報委員長　小　西　孝　英　
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表 紙 絵
　中国でも、また日本でも執念深いこ
との例えとして用いられることの多い
蛇。あまり気持ちの良い動物だとは思
えません。しかし、執念深いというの
は恩を忘れないとも同義で、隋の王が
傷ついた蛇を救うと夢枕に蛇が現れて
財宝を捧げていったなど、蛇にまつわ
る報恩の話は多数伝わっています。
　また、蛇は金運にご利益があるとさ
れており、蛇の縁起物を飾ったり、蛇
の抜け殻を財布に入れたりする方も多
くいらっしゃいます。日本では古来よ
りお金に縁のある生き物とされてきま
した。
　その昔、蛇は大地母神のシンボルで

（事務次長　藤中英子）

あって、成長の過程で脱皮を繰り返すため、これを「復活と再生の象徴」や「多産と豊穣を
表す」という考え方も多くあります。
　画はくず（葛）の花の中をはう白蛇。くずの花は下から上に向かって咲くのが特徴で、万
葉の昔から秋の七草のひとつに数えられる。根から取れるデンプンは葛粉として食用に用い
られる。花言葉は活力、芯の強さ、治癒。


